
部会 No 氏 名 所属団体名 区分 地域 備考

1 安達 裕真 村山市建設業協会 建設 楯岡 1号

2 大山 拓也 楯岡中学校PTA 教育 楯岡 1号

3 奥野 直樹 はやま認定こども園保護者会 子育て 戸沢 2号

4 藤井 雅 地域おこし協力隊 若者 楯岡 2号

5 髙橋 春實 秋田県立大学名誉教授 学識 戸沢 2号

6 三宅 知子 みちのく村山農業協同組合 農業 楯岡 1号

7 末永 玲於 村山市商工会青年部 商工業 楯岡 1号

8 檜山 智子 ものづくり産業振興会 商工業 楯岡 1号

9 土屋 治 北郡信用組合 学識 楯岡 2号

10 麿 恵美 村山市新規就農ネットワーク 農業 戸沢 1号

11 小畑 ちひろ 村山市商工会女性部 商工業 楯岡 1号

12 早坂 修 徳内ばやし振興会 芸術・文化 大倉 1号

13 芦野 浩平 一般社団法人村山市観光物産協会 観光 大久保 1号

14 大山 裕貴 公募 戸沢 2号

15 半田 和広 岳葉会 保健 楯岡 1号

16 平 眞理子 村山市民生委員児童委員協議会 福祉 楯岡 1号

17 土屋 常義 村山市幼児教育・保育施設連絡協議会 子育て 楯岡 1号

18 髙橋 衛 総合型地域SC村山アスレチッククラブ スポーツ 戸沢 1号

19 工藤 幸吉 村山市教育委員会 学識 大高根 2号

20 奥山 博貴 公益社団法人村山青年会議所 まちづくり 大倉 1号

21 鈴木 祐一郎 株式会社ローカルブライト まちづくり 楯岡 2号

22 柴田 勲 公募 楯岡 2号

23 平山 康介 平山康介税理士事務所 学識 楯岡 2号

1 西塚 仁

2 髙橋 大心

3 髙橋 政則

4 鈴木 貴洋

5 柴田 真志

6 冨樫 京太 第2部会

事

務

局

政策推進課長

政策推進課課長補佐

政策推進課 政策企画主査

政策推進課 政策企画係長

政策推進課 地方創生主査

政策推進課 地方創生係 主事

事務局長

第3部会

第4部会

第5部会

第1部会
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第６次村山市総合計画等策定について（案） 
 

１ 計画策定の目的 
総合計画は、村山市におけるまちづくりの指針であり、最上位計画である『第５次村山市総合計画』

の計画期間が令和６年度に終期を迎えることに伴い、同時期に計画期間が終了する『村山市まち・ 
ひと・しごと創生総合戦略』及びデジタル田園都市国家構想総合戦略（2023 改訂版）を包含した  
『第６次村山市総合計画』を策定するものである。 

 

２ 第６次総合計画について 

（１）村山市における総合計画の位置づけ 
① 総合的・長期的な行政計画 

・総合計画は、市が行うべき行政分野全体を網羅する、将来像や理念、施策などに関しての骨格的
な考え方や方向性を示した「総合的な計画」であるとともに、長期的な視点から、市の将来ある
べき姿を描き、その実現への道筋を示す「長期的な計画」としての性格を有する。 

② 市の個別計画・施策・事業の指針となる最上位の計画 
・行財政改革、都市計画と都市開発、環境保全と環境衛生、産業と文化振興、健康・福祉・教育の

充実、安全・安心のまちづくり、コミュニティ形成など、各分野における計画や施策を策定・  
実行するうえでの基本的な指針となり、本市が取り組む全ての事業は、本計画に即して行われる
ものとする。 

 

（２）第６次村山市総合計画策定の基本視点 
第６次村山市総合計画の策定にあたっては、現総合計画および総合戦略の検証結果を踏まえ、社会

経済情勢の変化や本市を取り巻く課題の整理、幅広い市民意見の取り入れ、ＳＤＧｓ等新しい指標の
反映を考慮する。 

 

（３）計画の構成と期間 
 

【基本構想】 
 本市のまちづくりの基本理念及び基本目標を示す。 

令和７年度から令和 16 年度までの 10 年間とする。 
【基本計画】 

 基本構想実現のための個別政策と具体的な基本施策を体系的に示す。 
ア 前期基本計画：令和７年度から令和 11 年度までの５年間とする。 
イ 後期基本計画：令和 12 年度から令和 16 年度までの５年間とする。 

【総合戦略】 
次期総合戦略においては、第 6 次村山市総合計画の施策と地方創生に関する施策を関連付け、

村山市まち・ひと・しごと創生総合戦略を兼ねるものとし、デジタル田園都市国家構想総合戦略
（2023 改訂版）の内容を踏まえた計画を策定する。  
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■第 6 次総合計画の構成と期間 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

年度 
2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 
R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 

第 6 次総合計画 
基本構想 

          

          

基本計画 
          

総合戦略           

 

３ 計画策定体制 

(１)推進体制 

組 織 概 要 

策定審議会 
○専門的、多角的な観点からの協議を通して、計画案に対する  

答申を行う。 

策定委員会 
（課長会議） 

○総合計画策定にあたって、方針、内容等について全庁的、横断
的な検討・判断を行う。 

庁内プロジェクトチーム 
（計画分野別） 

〇第５次総合計画等の評価・分析 
〇第６次総合計画の基本計画素案等の作成 

作業部会 
（計画分野別） 

〇庁内プロジェクトチームで評価・分析・作成したデータや資料
を審議会委員と共に見直し、ブラッシュアップする。 

 

(２)市議会への報告 
    市議会に対し、検討経過について全員協議会等に適宜報告、説明し、議会と連携を保ち策定を

進める。 

(３)市民の参画 
    策定段階に応じて市報やホームページ等で進捗状況を報告し、各計画案はパブリックコメント

を行い、市民の意見を反映させる。 

基本構想 
・基本理念 
・基本目標 

総合戦略 基本計画 
・分野別施策 

前期基本計画（今回策定）            後期基本計画 
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４ 主な策定事項 
 

(１)市民アンケート調査 

① 市民アンケート 
市民の市政に対する評価等を把握するため、アンケート形式の調査を行う。 
実施概要（案） 
○調査対象：市が無作為に抽出する 19 歳以上の市民 2,000 名 
○調査方法：郵送による配布・回収（web 回答フォーム併用） 
○調査概要：回答者属性、総合計画等施策に対する評価、望ましいまちづくりの方向性、将来の

定住意向 等 

 

② 高校生アンケート 
次世代の市民になり得る現役高校生を対象に、将来の本市への思いなどを把握するため、 
アンケート形式の調査を行う。 

実施概要（案） 
○調査対象：市内在住の 16～18 歳代市民全員 
○調査方法：郵送による配布・回収（web 回答フォーム併用） 
○調査概要：回答者属性、村山市に関する満足度、将来の就業や市への定住意向 等 

 

(２)基礎調査の実施及び分析 

① 時代潮流や社会経済動向等の分析 
現総合計画策定以降の村山市を取り巻く社会・経済情勢や国・山形県の政策動向等について把握・

整理する。 

 

② 本市の現状及び将来人口の推計、産業等の現状・特性に関する基礎資料の収集・整理・分析 
村山市の人口動向及び将来推計のほか、社会的特性、自然的特性、産業・経済的特性等の多面的

な観点から基礎資料等を収集・整理し、地域特性の分析を行う。 

 

③ 市分野別個別計画等の関連計画の把握及び整理 
現総合計画及び総合戦略をはじめ、各分野別の関連計画事項を把握・整理する。 

 

④ 現総合計画の評価、重要施策の抽出・整理 
現総合計画で設定されている施策の進捗・到達状況や計画と現状の乖離の程度、取組効果等と 

ともに、第６次総合計画に係る重要施策についても把握するため、施策別進捗状況等の「評価   
シート」を作成し、関係各課への記入依頼・回収のうえ集約整理し、施策進捗の評価と次期計画  
策定に向けた課題事項を整理する。 

〇施策別進捗状況評価シートの作成 
〇施策別進捗状況評価シートの集約整理 
〇現総合計画及び総合戦略に基づく施策の評価、課題整理 
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(３)基本構想および基本計画の策定 

① 計画事項の検討 
現総合計画や総合戦略の評価・検証や地域特性を踏まえたまちづくりの課題整理、市民意向の 

調査結果を踏まえ、これから目指す将来像や施策の基本方針等を検討し、第 6 次村山市総合計画 
基本構想案および基本計画案を作成する。 

 

② デジタル田園都市国家構想総合戦略を包含した基本計画の作成 
国が示しているデジタル田園都市国家構想総合戦略（2023 改訂版）を基に、地域が抱える社会

課題などを踏まえ、地域の個性や魅力を生かす地域ビジョンを掲げた計画案にする。 
 

(４)総合計画書及び概要版の作成 

各検討案を基に適宜冊子のデザインや掲載画像を選定しながら検討や構成を踏まえ、次期総合 
計画書類の原稿をとりまとめる。 
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第６次村山市総合計画等策定スケジュール（案）

市民意識調査発送・集計・分析

基本構想策定および基本計画策定

パブリックコメント

 総合計画書および概要書作成

印刷、計画の策定

【第1回】(5/14) 【第2回】 【第3回】 【第4回】 【第5回】
・委員委嘱、諮問 ・現状整理 ・基本構想案 ・第6次総合計画 ・答申

・策定方針 ・まちづくり課題等共有 ・基本計画案  （素案） ・第6次総合計画

・作業工程確認 ・計画骨子の確認  （原案）

委員会① 委員会② 委員会③   委員会④ 委員会⑤
（5/9） （7月下旬） （10月上旬）  （11月下旬） （2月上旬）

庁内PT全体会議① 庁内PT全体会議②
(5月下旬） (11月中旬)
・策定ｽｹｼﾞｭｰﾙ ・計画のまとめ

庁内PT 作業部会① 作業部会②、③
各部会①② (6月下旬～7月上旬) (8月中旬～9月下旬)

・現計画の評価 ・具体的計画事項の検討

・重要施策の抽出、整理 ・目標指標設定

※ PTの各部会は必要に応じて随時開催（4回程度）、電子会議室も併用。

12月定例会 3月定例会
◇基本構想 ◇総合計画

 議案上程  全協説明

策定
スケジュール

基礎調査・分析

策定審議会

策定委員会
［課長会］

市議会

庁内PT
作業部会

４月
区分

令和６年度 令和７年度
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第

６

次

総

合

計

画

の

開

始
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№ 所属・役職 部会名

1 板垣　恵子 子育て支援課保育係長

2 ◎ 藤田　亮 建設課工事主査（兼）係長

3 青柳　達也 まち整備課都市計画係長

4 佐藤　政史 まち整備課まち整備主査

5 〇 笹原　弥生 建設課建築係長

6 結城　清人 水道課上水道係長

柴田　真志 政策推進課地方創生主査

7 滝口　祐子 農林課農業振興係主任

8 ◎ 元木　篤 農林課農村林務主査（兼）係長

9 細梅　九平 農林課６次産業主査（兼）係長

10 外堀　真一 商工観光課企業支援係長

11 〇 後藤　智子 商工観光課商工業振興係主任

事務局 冨樫　京太 政策推進課地方創生係主事

12 〇 柴崎　宏美 商工観光課観光交流係長

13 木村　正樹 生涯学習課文化係長

14 ◎ 鈴木　智 総務課広報広聴係長

15 齋藤　広茂 まち整備課新・道の駅整備主査（兼）係長

16 笹原　貢司 総務課庶務係主任

事務局 高橋　大心 政策推進課課長補佐

17 後藤　新之介 防災対策課課長補佐（兼）防災危機管理係長

18 ○ 柴崎　美枝子 福祉課生活福祉係主任（兼）社会福祉主事

19 矢萩　美幸 保健課健康指導主任

20 川田　清子 子育て支援課家庭支援主査（兼）係長（兼）社会福祉主事

21 ◎ 石山　和幸 市民環境課生活環境係長

22 鈴木　夕佳 学校教育課庶務係長

23 齋藤　精志 生涯学習課スポーツ振興係長

24 笹原　宏文 消防本部課長補佐兼庶務係長

事務局 高橋　政則 政策推進課政策企画主査

25 小玉　隆宣 政策推進課活性化施設係長

26 元木　佑亮 財政課財政係主任

27 ◎ 平山　尚幸 財政課管財主査（兼）管財係長

28 〇 外堀　瑠美 税務課資産税係長

29 藤橋　真紀 市民環境課市民主査（兼）市民第２係長

30 高橋　真悟 政策推進課デジタル政策主査

31 米屋　奈保子 政策推進課地域振興係主任

事務局 鈴木　貴洋 政策推進課政策企画係長

　　　◎ ・・・ 部会リーダー　　　　〇 ・・・ 部会サブリーダー

第６次村山市総合計画策定庁内プロジェクトチーム名簿

市
民
協
働
・
行
財
政
改
革

市民活動・協働

5

（7）

行財政運営（財政）

行財政運営（公共施設）

行財政運営（税務）

行政サービス

情報通信（ICT）

地域コミュニティ

教
育
・
保
健
・
福
祉
・
環
境
・
防
災

地域防災

4

（8）

地域福祉

健康づくり・母子保健・地域医療

子育て推進

生活環境整備

学校教育

生涯学習・スポーツ

消防・救急

観
光
交
流

観光交流・都市間交流

3

（5）

文化・芸術

広報

駅西整備（道の駅関連）

国際交流

産
業
振
興

農業振興

2

（5）

農村林務

6次産業

商工業振興・中心市街地活性化

〃

担　当　分　野 氏　　名

定
住
促
進

子育て推進

1

（6）

道路交通基盤

都市計画・土地利用・中心市街地活性化

駅西整備

居住環境整備

上水道・下水道

事務局
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